
№ 内容説明

研究テーマ
持続可能社会の材料科学を見据えた
ダイヤモンドライクカーボン炭素膜の
高機能材料化

所属　
有明高専　創造工学科エネルギー
コース

申請者 准教授　鷹林　将（タカバヤシ　ススム）

研究テーマ
かご状構造を持つ熱電材料の単結晶
化：性能向上と精緻な評価に基づく材
料設計

　火力・原子力発電等では、5－7割程のエネルギーが熱として
放出されており、エネルギー利用の効率化のため、熱を電気に
変換できる熱電材料の開発が進められている。

所属　
九州大学　大学院工学研究院材料工
学部門

申請者 助教　松川祐子（マツカワ　ユウコ）

研究テーマ
安全で低環境負荷のタンタル、ニオブ
の製造方法

　レアメタルであるタンタル、ニオブは、様々な工業製品に使用
されているが、製錬には、毒物であるフッ酸が用いられており、
資源、安全、環境の側面からこれを用いない精錬法が求められ
ている。

所属　
福岡工業大学　工学部生命環境化学
科

申請者 准教授　久保裕也（クボ　ヒロナリ）

研究テーマ
オーステナイト鋼における水素誘起固
溶強化メカニズムの実験×解析的究
明

　水素社会の実現には、水素ステーションで使用される鉄鋼材
料の高強度化とコスト削減が不可欠である。しかし、多くの金属
には、水素脆化と呼ばれる強度劣化の問題がある。

所属　
九州大学　大学院工学研究院機械工
学部門

申請者 助教　小川祐平（オガワ　ユウヘイ）

研究テーマ 細胞内ナノpHメーターの開発

　創薬には、細胞が持つ膜タンパク質の生体内での機能を正
確に知る必要があり、膜タンパク質が生体内においてどのような
イオン環境に存在しているか知る必要がある。

所属　
九州工業大学　大学院情報工学研究
院

申請者 准教授　森本雄祐（モリモト　ユウスケ）

令和３年度学術奨励金　研究内容説明

研究テーマ・申請者等

11

13

　この研究は、高効率かつ高温への耐久性のある熱電材料の
開発を目指すものである。

　ダイヤモンドライクカーボン(DLC)は炭素材料の一種で、低摩擦
性・平坦性・化学不活性・生体親和性・誘電性などの特長がある。
これらを活かして機械工具やハードディスク表面などへの低摩擦
固体潤滑用途コーティングに応用されてきている。
　最近では生体親和性を活かして血管拡張ステントや歯科インプ
ラントなどへのコーティング、誘電性を活かした電子材料への応用
も試みられている。
　しかしながら、その物性と化学構造の関係は不明の点が多い。
　本研究は、DLCの化学構造解析を進めながら、各用途に適した
tailor-made成膜技術を開発していくものである。
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　この研究は、安全で低環境負荷の硫酸水素アンモニウムを
使った製錬方法を研究するものである。

　この研究は、オーステナイト系ステンレス鋼に対し水素添加を
施すことで発生する強度上昇効果（固溶強化）を利用して、水
素を鉄鋼材料にとっての有効元素として活用する手法の探索
を目指すものである。

　この研究は、細胞内ｐＨを１細胞局所レベルで計測可能なナ
ノｐＨメーター技術を確立させることを目指すものである。


